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要 旨   

 

背景 外来受診中の男性高血圧患者を対象に、看護師による朝の家庭血圧（HBP）コン

トロールのためのアルコール指導の効果を検証する。 

 

方法 外来患者のうち，HBPが 135/85mmHg以上で過度の飲酒（アルコール量 210g/週以

上または習慣的に 60g/日以上）の男性患者 53名を無作為化試験に登録した。患者は，

看護師主導のアルコール指導介入群または対照群に割り付けられた。主要アウトカム

は，6ヵ月後の連続 5 日間の平均 HBPとアルコール摂取量であった。 

 

結果 28名の患者が介入群に、25名の患者が対照群に無作為に割り付けられた（平均

年齢；それぞれ 62.7 歳、64.5歳）。ベースライン時、両群はほとんどの特性において

良好なバランスを保っていた。6 ヵ月後の平均 HBPは、介入群 131/82mmHgに対して対照

群 145/87mmHgであった（SBP <0.001, DBP = 0.09）。HBP値が 135/85mmHg未満になっ

たのは，介入群 55.6％ vs 対照群 16.7％（P = 0.004）であった．6ヵ月後のアルコー

ル摂取量は、それぞれ 256 ± 206 g/w vs 413 ± 260 g/w であった（P = 0.020）。 

 

結論 外来通院中の男性高血圧患者を対象に，看護師によるアルコール指導の HBPコン

トロールの有効性を確認した。 

 

 


